
◎タブレット端末を“情報を活用する手段”として使用できるようになった。（以下タブレット端末の使い方に関するアンケート結果 R6.2月 → R7.11月）
・情報を集めることができる 95％→95％ ・情報を整理することができる 80％→96％ ・情報を比較することができる 70％→94％ ・友達と考えを共有しやすくなる 75％→98％
・情報をわかりやすく伝えることができる 86％→90％ ・自分に合ったペースで学習を進めることができる 76％→92％ ・友達と協力しながら学習を進めることができる 76％→95％
◎自分の興味に合わせてテーマを選んだり、必要に応じて友達と交流したりしながら学習を進めるなど、主体的に授業を受ける生徒が増えた。

具体的な取組みの内容 学びの主体を生徒に委ねた授業の実践（３年 社会科「 くらしを支える地方自治 」を例に）

取組みを通しての子どもの変容

・探究サイクルの中で、自己決定の主体のめやすを３要素（課題・過程・形態）でデザイン（単元で構想）
・学習課題、過程、形態の選び方とふりかえりの書き方を教員、生徒間でリーフレットにより共有
・上記を支え、より駆動させるために、日々の取り組みや校内での好事例をTeamsやポータルサイトで発信

取組みの概要・ポイント

生徒が日々の学び方を自ら選択することで、
主体的に学ぶ姿勢を育み、深く学ぶ力を伸ばす。

つけたい力

テーマ：学び方を選ぶ、子ども主体の授業デザイン
令和７年度
スクール・エンパワーメント推進事業 取組み成果リーフレット

情報活用能力をはぐくむモデル校
守口市立錦中学校

生徒集会でも共有

課題設定

情報収集

整理分析

まとめ表現

ポータルサイトでも情報発信
・日々の授業動画
・実践レポート
・取組み報告資料 など

↑詳細はクリックで確認を

自己調整（自己決定）の
構想を視覚化した単元計画

市の課題だと感じるテーマを生徒が決め
本時のめあてをExcelに記入

(事例は単元の６時間目)

自身の考える市の課題に
対する解決策をまとめる

本時で働かせる

見方・考え方や

１時間の流れを必ず提示

本時のふり返りを記入し
提言文のまとめ方を決定する

学び方とふりかえりの
書き方をまとめた

リーフレットを教室掲示

選んだテーマをもとに意見交流をして、
追加で情報を収集する

、

図書や市の広報等
も参考にする

図書館司書の方と書籍を選ぶ、
単元と関連するコーナー設置 テーマが同じ人や違う人を選んで自分の考えの交流

https://moriguchischool-my.sharepoint.com/:b:/g/personal/ict-nishikijhs_edu-moriguchi_jp/IQCA62UxqigAR6fLJO4ZB963AfjBRQZaOuVleLpEmZADmzM?e=khSGmD
https://sway.cloud.microsoft/PucmUFbDgoUS7scz?ref=Link&loc=play
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